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はじめに

学校教育に関して12年間にわたり、企業と大学が密接に連携して取り組
んだ共同研究というのは珍しいのではないでしょうか。共同研究の目的と枠
組みを維持しつつ、人事異動によるメンバーの出入りがあっても、当初の理
念を皆が共有し着実に活動を継続させるのは容易なことではありません。
2006年4月に始まる東京学芸大学・みずほフィナンシャルグループ金融
教育共同研究プロジェクトを量的な側面から見ると、2017年夏時点で配布
したテキストは16,000冊以上、実施した公開講座は12回（参加者1,185名）、
出張授業400回以上（参加者約19,000名）、東京学芸大学に開設した金融教育
の授業の履修者は10年間で1,110名。このほか教育委員会等による教員の
研修会や講習会、広報誌「金融教育通信」の受信等々、このプロジェクトと
接点を持った方々は膨大な数になります。
今、こうした共同研究プロジェクトの歩みを振り返ると、そこには「子ど
もと教師のための金融教育」の充実・発展を目指してきた教育研究としての
あしあとを認めることができます。しかし同時に、大学や学校の教員と企業
の社員が時にぶつかりつつ、相互の理解と連携を深めてきた異文化交流とし
てのあしあとも認めることができます。そしてこれらのあしあとが、時に立
ち止まりながらも歩幅と向きを揃えていたからこそ、教育研究を活性化し、
12年間にわたる長い共同研究を実現できたことに改めて気づかされるのです。
これまでのあしあとを、いわば二つの物語として見直し、編み直すことは、
金融教育の発展にとっても、産学連携の進展にとっても意味あることではな
いでしょうか。そうした想いに駆られ、共同研究の締めくくりとなる本書を、
教育研究の面からだけでなく、それを支えた産学連携への取り組みという面
からも振り返ってみようと思います。
なお、本稿中の意見に関する記述は、執筆者の個人的見解に基づくもので

あり、所属する組織・団体を代表するものではありません。
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おわりに

本書では金融機関と大学が密接に連携し、子どもたちの「生きる力」を育
む金融教育のあり方を追求した軌跡を述べてきました。長期にわたり連携し、
様々な成果を生むに至ったポイントは、異業種である両者が対話を続ける中
で、金融教育の普及と質の向上を実現させるためには、「金融教育を学校教
育に適切に展開するための具体的な方法を追求することが必要」という想い
を共有したことにあると思います。
昨今、電子マネーに代表される新しい仕組みが登場し、子どもたちも手軽
に「お金」を扱えるようになりました。また、今後も「FinTech（フィンテック）」
と呼ばれる人工知能などの技術を使った革新的な金融サービスの拡大が期待
されています。一方で、若年層が被害者となる金融犯罪も増加しています。
そのため家庭や学校教育などの現場では、子どもたちにお金の大切さや基本
的な仕組み、お金についての正しい知識を継続的に学んでいただくことが求
められています。本プロジェクトで生み出された教材等が、その一助となれ
ば幸いです。
最後になりましたが、東京学芸大学に関係する小・中学校、高等学校、特
別支援学校など、附属学校の研究成果を生かした実践研究が行えたことも、
本プロジェクトの重要な特色でした。ご協力いただいた附属学校の先生方、
また、本プロジェクトに参加してくれた子どもたち、海外の協力学校や先生
方、事務局メンバーなど、様々な場面でご支援をいただきました皆さまに、
この場を借りて深くお礼を申し上げます。
また、本書の出版を快く引き受けていただいた下田勝司様はじめ、株式会
社東信堂の皆さまのご尽力に心より感謝いたします。
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